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音楽の美しさを味わって聴く児童を育てる音楽科学習指導の在り方

－鑑賞活動と表現活動を関連させた活動構成を通して－

教育指導部教科教育班 長期派遣研修員 末永 喜美子

１ 研究主題についての説明

(1)主題の意味

「音楽の美しさ」とは、鑑賞曲(以下、楽曲という）を構成してい

る要素（リズム、旋律、拍子、形式、和声、音色、奏法、強弱、速度）

の中でも、特にその楽曲を特徴付けている要素と、その要素がもつ性

質(以下、要素の特質という）が、強くかかわって醸し出す曲の感じ(以

下、曲想という）である(図１）。

「音楽の美しさを味わって聴く児童」とは、①楽曲を特徴付けてい

る要素が分かる児童②楽曲を特徴付けている要素の特質が分かる児童

③楽曲を特徴付けている要素と曲想とのかかわりが分かる児童である。

「鑑賞活動と表現活動を関連させた活動構成」とは、鑑賞学習の過程に三つの段階を設定し、各段

階に「鑑賞－表現－鑑賞」という流れで活動を関連させて組み入れることである。具体的には、鑑賞

し、感じた根拠を明らかにするために表現活動をして気付いたことをカードを使って整理し、観点を

明確にして再度鑑賞することである。

(2)主題設定の理由

平成18年８月の中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において、音楽科は歌唱の活動に

偏る傾向にあり、鑑賞の活動が十分でないと指摘があった。これを受けて、平成19年11月には、「鑑

賞領域においては音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組みを聴き取る力を育て、それによって音楽

のおもしろさやよさ、美しさを感じ取ることができるようにする」という小学校音楽科の改善の基本

方針が出された。また、鑑賞指導において、音楽を聴かせる際の観点を明確にすることや、児童が主

体的に聴くためにどのような活動をさせればよいかという課題もある。そこで、主体的に音楽の美し

さを味わって聴く児童を育てることを主題として設定した。

このことは、音楽科の課題を解決し、児童の音楽活動の基礎的な力を育てる上で意義深いと考える。

２ 研究の目標

鑑賞学習において、鑑賞活動と表

現活動を関連させた活動構成を通し

て、音楽の美しさを味わって聴く児

童を育てる音楽科学習指導の在り方

を究明する。

３ 研究の仮説

音楽科の鑑賞学習過程に、「聴き

取る」「感じ取る」「味わう」段階を

設け、その各段階を「鑑賞－表現－

鑑賞」と活動構成し、鑑賞活動と表

現活動の関連化を図れば、児童は音

楽の美しさを味わって聴くことがで

きるようになるであろう(図２）。 図２ 研究構想図
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４ 研究の内容

(1)鑑賞活動と表現活動を関連させた活動構成

音楽の美しさを味わって聴くように

するためには、感覚的な聴き方から、

分析的な聴き方ができるようにするこ

とが重要である。分析的な聴き方は、

観点を明確にして聴くことによって育

つ。その観点は教師が与えるのではな

く、児童が感覚的に聴いて感じた内容

を基に、なぜそのような感じがするの

か、根拠を楽曲の要素と関係付けて考

える主体的な活動を通して明確になる。

そこで、鑑賞学習において、「聴き

取る」「感じ取る」「味わう」の三つの

段階を設定し、各段階を鑑賞－表現－

鑑賞の活動で構成する(表１）。

まず、「聴き取る」段階で、児童は楽曲全体を聴き「こんな感じがする」と感じる。次に、なぜそ

のように感じたのかを明らかにするために、楽曲に合わせて身体表現をして気付いたことをカードに

書き、それを基に鑑賞の観点を明確にして再度楽曲を聴く。これにより、児童は「こんな感じがした

のは、こんな特徴があるからなのだ」と、楽曲を特徴付けている要素が分かるようになる。

次に、「感じ取る」段階で、児童は楽曲の特徴ある部分を聴き、「こんな感じがする」と感じる。

次に、なぜそのような感じがするのかを明らかにするために、要素の特徴のある奏法を試す。そして、

弾いて気付いたことをカードに書き、それを基に鑑賞の観点を明確にして楽曲の部分を再度聴く。こ

れにより、児童は「こんなふうに弾いているからこのように感じる」と、楽曲を特徴付けている要素

の特質が分かるようになる。

最後に、「味わう」段階で、児童は楽曲全体を聴き、「こんな感じがする」と感じる。次に、楽曲

全体を通して感じたことを、なぜそのように感じたのか明らかにするために、身体表現をする。そし

て、身体表現をして気付いたことをカードに書き、それを基に鑑賞の観点を明確にして再度楽曲の全

体を聴く。これにより、児童は、「こんなふうに感じたのは、楽曲の要素のこのような特質によるも

のだ」と要素と曲想とのかかわりが分かる。要素の特質を根拠に楽曲の全体を聴くことによって、児

童は自分なりに楽曲全体を通して情景を想像することができるようになる。

このように、各段階を鑑賞－表現－鑑賞と活動構成し、鑑賞活動と表現活動の関連化を図ることで、

児童は音楽の美しさを味わって聴くことができるようになる。

(2)表現活動をして気付いたことを言葉で表現させるためのカード

児童が感じたことの根拠を整理したり、教師が児童の内面を見取ったりするために、楽曲を聴いて

感じたことや、表現活動をして気付いたことを言葉で表現させることが大切である。

そこで、児童が表現活動を通して気付いたことを言葉で表現し、楽曲を特徴付けている要素と結び

付けて表現できるようなカードを考案した(表２）。
表2 各段階のカードと表出させる内容

活用場面 「聴き取る」段階 「 感じ取る」段階 「味わう」段階

カード１ カード２ カード３
こんな感じがした のは、 ② 演奏したら こんな感じがした のは

カードの
記述内容 ① が こんな感じがした ① が

② だから ② だから

① ・・・楽曲を特徴付けている要素 ② ・・・どのようになっているか(要素の特質）

表1 各段階の活動構成

段階 ねらい 活動構成

楽曲を特徴付け 鑑賞 楽曲の全体を聴く
ている要素が何

聴き取る か分かるように 表現 感じたことを基に身体表現し、気付いたことをカ
する ードに書く

鑑賞 明確になった観点で、楽曲を特徴付けている要素
に気を付けて楽曲の全体を聴く

楽曲を特徴付け 鑑賞 前段階に分かった楽曲の特徴がある部分を聴く
ている要素に、

感じ取る どのような特徴 表現 感じたことを基に、特徴のある奏法を試し、気付
があるか分かる いたことををカードに書く
ようにする

鑑賞 明確になった観点で楽曲を特徴付けている要素の
特質に気を付けて、楽曲の特徴がある部分を聴く

楽曲を特徴付 鑑賞 前段階に分かった要素の特質を意識して曲の全体
けている要素と を聴く
曲想とのかかわ

味わう りによって、自 楽曲を聴いて想像したことと、楽曲を特徴付けて
分なりに情景を 表現 いる要素の特質を生かす身体表現をして気付いた
想像することが ことをカードに書く
できるようにす
る 鑑賞 明確になった観点で楽曲の全体を聴く
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具体的には、「聴き取る」段階で、感じたことと楽曲の要素との関係に気付かせる「カード１」、「感

じ取る」段階で、感じたことと要素の特質との関係に気付かせる「カード２」、「味わう」段階で楽

曲を特徴付けている要素と曲想とのかかわりに気付かせる「カード３」である。

(3)実態調査の分析と考察

○ 調査期日 平成19年10月16日

○ 対象児童 Ａ市立Ｂ小学校 第６学年Ｃ組 32名

楽曲「威風堂々第１番」を聴かせて、オーケストラ

の楽器の音色、楽器の音色の響きと重なりが聴き取れ

ているかを表３に示した基準で調査した。

その結果、バイオリンの音色、その他の弦楽器や管楽器の音

色が分かった児童は22％、楽器の音色の響きや重なりが分かっ

たのは38％であった(図３）。このことから、児童は楽器の音色

や響きの重なりを聴き取ることができていないことが分かる。

また、「華やかな行進」、「堂々とした行進」を楽器の音色の響

きから感じ取れているか、感想の記述から分析した。その結果、

13％の児童は行進している感じ、31％は行進の感じが途中で変

わっていると感じている(図４）が、その根拠を楽曲を特徴付け

ている要素と結び付けて述べることはできていない。このこと

から、感覚的に聴いて曲想をとらえていることが分かる。

以上のことから、児童は楽曲を特徴付けている要素を聴き取

ることができず、要素と曲想とのかかわりを感じ取ることもで

きていないと考える。

(4)実証授業の実際

ア 実証授業の学年及び題材

対象 Ａ市立Ｂ小学校 第６学年Ｃ組 題材名「日本の楽曲の音色を味わって聴こう」

教材名 「春の海」(宮城道雄作曲）

イ 題材目標

ウ 題材指導計画 表４ 題材指導計画

○ 楽曲「春の海」の箏や尺八の音色に関心を持ち、身体表現や箏の演奏をしながら進んで箏と尺八の音色
の重なりや音色の響きを聴こうとする意欲を育てる。 【音楽への関心・意欲・態度】
○ 楽曲「春の海」を聴いたり、箏を弾いたりして、箏の音色の響きや箏と尺八の音色が重なり合う響きの
美しさを感じ取ることができるようにする。 【音楽的な感受】
○ 楽曲「春の海」の箏の音色や尺八の音色の響きの特徴が分かり、箏や尺八の音色の響きから春の海の情
景を想像して聴くことができるようにする。 【鑑賞の能力】

図４ 実態調査の感想の内容

表3 評価基準表
Ａ Ｂ

バイオリンの音色と弦 バイオリンの音色と弦楽
楽器の音色 楽器、管楽器など３種 器、管楽器など２種類の

類以上の音色が分かる 楽器の音色が分かる

楽器の音色 Ｂ1Ｂ2の響きの違いが Ｂ1Ｂ2の響きの違いが分
の重なりや 分かり具体的に楽器名 かる
響き を上げて説明できる

時間 学習活動

鑑賞 「春の海」の全体を聴く

聴き取る １ 表現 感じたことを基になぜそのように感じたのかを明確にするために身体表現をし、感じたことの根拠
をカード１に書く

鑑賞 「音色」の観点で「春の海」の全体を聴く

鑑賞 「春の海」の箏の音色の響きに特徴のある部分を聴く

感じ取る １ 表現 感じたことを基に、箏を合わせ爪、掻き爪、裏連、引き連、後押しなどの奏法で弾き試し、余韻の
違いを確かめ、どのような奏法をしたら、どのような波の感じがしたかをカード２に書く

鑑賞 「音色の響きの違い」の観点で「春の海」の特徴がある部分を聴く

鑑賞 「春の海」の全体を情景を想像しながら聴く

味わう １ 表現 想像したことを基に、なぜそのように想像したのかを明確にするために身体表現をし、想像した情
景を音色の響きと結び付けてカード３に書く

鑑賞 「音色の響きの違いで海の様子が変わる」という観点で「春の海」の全体を聴く
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図３ 楽曲を特徴付けている要素が
分かった児童の割合




